
1 vol.68  令和2年（2020年）5月20日発行 日 薬 連 盟 だ よ り

http://www.yakuren.jp

発行所●�日本薬剤師連盟 
〒160-0004  
東京都新宿区四谷4-3  
四谷トーセイビル2階 
TEL（03）3225-3100 
FAX（03）3225-3200

発行月●�隔月発行

令和2年（2020年）
5月20日発行

68vol.

2020年
5月

風力計新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
蹴
散
ら
そ
う
!

　
昨
今
、世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
り
、マ
ス
ク
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
購
入
に
列
を
な
し
て
い

る
の
を
み
る
と
、47
年
前
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

時
の
群
集
心
理
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。S
N
S

な
ど
の
情
報
手
段
な
ど
が
発
達
し
て
、人
を
扇

動
す
る
行
為
が
、あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
津
々

浦
々
に
い
き
わ
た
る
凄
さ
を
感
じ
ま
す
。そ
れ

に
比
べ
、昨
年
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
本
田

議
員
の
成
就
を
願
っ
て
、地
道
に
2
〜
3
年
か

け
て
全
国
津
々
浦
々
走
り
回
ら
れ
た
連
盟
の
先

生
方
の
思
い
は
、如
何
ば
か
り
で
し
ょ
う
か
。

　
私
事
で
す
が
、小
生
、平
成
8
年
か
ら
続
け
た

日
薬
代
議
員
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。議
席
か

ら
見
て
き
た
14
年
、総
会
副
議
長
6
年
、議
長
4

年
の
間
、壇
上
か
ら
見
て
き
た
風
景
も
ず
い
ぶ

ん
変
わ
っ
た
な
と
い
う
思
い
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。24
年
間
の
時
代
の
変
化
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。

　
そ
の
中
で
、私
自
身
に
と
っ
て
変
わ
ら
な
い

の
が
平
成
5
年
か
ら
始
め
た
マ
ラ
ソ
ン
人
生
で

あ
り
ま
す
。10
㎞
か
ら
始
ま
っ
た
レ
ー
ス
参
加

が
、ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
距
離

を
延
ば
し
1
0
0
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
を
始

め
、2
5
0
㎞
超
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
め

り
込
ん
で
行
っ
た
こ
と
で
す
。フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

完
走
1
2
8
回
を
数
え
て
い
ま
す
が
、最
近
で

は
5
時
間
以
内
で
完
走
す
る
の
が
や
っ
と
の
状

態
で
す
。年
を
数
え
る
と
体
力
も
落
ち
て
き
ま

す
が
、日
々
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
続
け
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
蹴
散
ら
し
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

日本薬剤師会
前議長  吉田 眞澄

常 任 総 務 大原　　整
常 任 総 務 中原　靖明
常 任 総 務 丹羽　松弘
常 任 総 務 橋本　昌子
常 任 総 務 畑澤　博巳
常 任 総 務 馬場　孝道
常 任 総 務 原口　　亨
総 務 小山　明俊
総 務 加茂　雅行

新
執
行
部
決
ま
る
!!

令
和
2
〜
3
年
度

　
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
、
2
名
の
組
織
代
表
を
参
議

院
に
送
る
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、
組
織
内
統
一
候
補
で
あ
る
本
田
あ
き

こ
氏
の
支
援
体
制
を
全
国
的
に
構
築
し
、
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
の
ご
協

力
の
も
と
、
昨
年
の
夏
に
我
々
の
夢
を
現
実
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
2
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
も
外
枠
な
し
の
引
き
上

げ
改
定
と
な
り
、
か
つ
医
科
：
調
剤
の
公
平
な
改
定
を
勝
ち
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
更
に
、
新
た
な
薬
剤
師
・
薬
局
の
役
割
を
明
確
に
し
た
薬

機
法
等
が
改
正
さ
れ
、
薬
業
界
の
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
改
正
薬
機
法
・
薬
剤
師
法
は
今
年
度
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
趣
旨
が
十
分
に
政
策
面
に
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
注
視
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
令
和
3
年
4
月
に
は
薬
価
基
準
の
中
間
年
改
定
が
、
更

に
令
和
4
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
薬
剤
師
を

取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
薬
剤
師
会
が
直
面
す
る
課
題
は
盛
り
沢
山
で
す
。
こ
う
し
た

中
で
、
日
本
薬
剤
師
会
の
活
動
を
政
治
面
か
ら
支
え
る
日
本
薬
剤
師
連
盟

も
、
そ
の
活
動
を
一
層
活
発
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
昨
年
9
月
の
臨
時
評
議
員
会
に
お
い
て
3

年
毎
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
組
織
内
統
一
候
補
を
立
て
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
3
年
後
の
ご
勇
退
を
表
明
さ
れ
て
い
る
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
の
後

継
者
と
す
べ
く
、
組
織
内
統
一
候
補
と
し
て
本
年
3
月
25
日
の
評
議
員
会

の
場
で
、
神
谷
政
幸
氏
を
御
決
定
頂
き
ま
し
た
。
次
代
の
薬
剤
師
の
た
め

に
神
谷
先
生
に
は
、
組
織
代
表
参
議
院
議
員
二
人
体
制
確
保
の
た
め
、
日

薬
連
盟
を
あ
げ
て
な
ん
と
し
て
も
目
標
の
達
成
に
邁
進
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
組
織
力
の
強
化
が
必
須
で
あ
り
、
本
連
盟
の
喫
緊
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
積
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
皆
様
の
先
頭
に
立
っ
て
、
力
の
限

り
働
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
副
会
長
に
指
名
を
受
け
ま
し
た
、
兵
庫
県

の
大
澤
泰
輔
と
申
し
ま
す
。
我
々
の
目
的
は
、
社
団
法
人
で
あ
る
日
本
薬

剤
師
会
が
行
え
な
い
政
治
活
動
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薬
剤
師
会
の

目
的
達
成
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
調
剤
報
酬
改
定
で

も
、
全
体
予
算
は
政
治
の
場
で
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
政
治
家
に

我
々
、
薬
剤
師
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

薬
剤
師
の
皆
様
に
も
同
様
に
、
政
治
活
動
の
必
要
性
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
薬
剤
師
の
中
か
ら
、

我
々
の
代
表
を
国
政
の
場
に
送
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
力

で
こ
れ
ら
の
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
新
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
副
会
長
に
就
任
を
致
し
ま
し
た
鳥と

り

海う
み

良よ
し

寛ひ
ろ

と
申
し
ま
す
。

　
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
目
的
に
は
「
日
本
薬
剤
師
会
の
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
」
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
薬
剤
師
会
の
活

動
内
容
を
把
握
し
、
そ
の
目
的
に
添
っ
た
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
諸
先
輩
に
は
、「
分
キ
チ
精
神
」
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

若
い
薬
剤
師
の
方
々
に
は
「
語
り
部
」
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
座
右
の
銘
は
「
ほ
ん
の
浮
気
で
漕
ぎ
出
す
船
も
風
の
吹
き
よ
で
命
が
け
」

で
す
。
そ
し
て
、「
使
命
」
は
命
を
使
う
と
書
き
ま
す
。
そ
の
気
概
を
持
ち
、

神
谷
ま
さ
ゆ
き
組
織
内
統
一
候
補
を
支
援
し
、
薬
剤
師
参
議
院
議
員
2
人

体
制
の
維
持
に
向
け
て
邁
進
致
し
ま
す
。
何
卒
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
薬
剤
師
連
盟 

副
会
長  

大
澤
　
泰
輔

日
本
薬
剤
師
連
盟 
副
会
長  

鳥
海
　
良
寛

新
任
の
ご
挨
拶

過
去・現
在・そ
し
て
未
来
へ

（令和2年4月17日現在）

総 務 桒原　　健
総 務 小山　敏章
総 務 髙橋　正夫
総 務 高橋　良徳
総 務 丹下　富博
総 務 西井　政彦
総 務 村井加代子
総 務 山岡　信也
総 務 渡邊　秀教

総 　 務 渡邊美知子
総　務 (北 海 道） 竹内　伸仁
総　務 (東　　北) 町野　　紳
総　務 (関　　東) 武智洋一郎
総　務 (東　　京) 永田　泰造
総　務 (北陸信越) 角野　雅之
総　務 (東　　海) 調整中
総　務 (大　　阪) 調整中
総　務 (近　　畿) 笠井　秀一

総　務 (中　　国) 吉田　力久
総　務 (四　　国) 安西　英明
総　務 (九　　州) 佛坂　　浩
監 　 事 大森　　章
監 　 事 高祖　順一
監 　 事 村松　章伊

●会　長　
山本　信夫
（東京／東京薬科大学）

●副幹事長　
浜田　嘉則
（高知／徳島文理大学）

●副幹事長　
川田　　哲
（神奈川／北海道医療大学）

●副会長　
鳥海　良寛
（秋田／北里大学薬学部）

●副会長　
神谷　政幸
（愛知／福山大学）

●副会長　
荻野　構一
（新潟／東京薬科大学）

●副会長　
大澤　泰輔
（兵庫／北海道医療大学）

●副会長　
石井　甲一
（東京／東京理科大学）

●幹事長　
岩本　　研
（和歌山／第一薬科大学）

日
本
薬
剤
師
連
盟
四
期
目
の
会
長
就
任
に
当
た
っ
て

日
本
薬
剤
師
連
盟 

会 

長  

山
本
　
信
夫

令和元年度 定時評議員会開催される令和元年度 定時評議員会開催される
次期会長及び監事、組織内統一候補者が決まる！次期会長及び監事、組織内統一候補者が決まる！

●令和2～3年度　新執行部一覧

　令和2年3月25日（水）午後1時から「令和元年度定時
評議員会」が東京・四谷スクワール麹町で開催された。
　山本会長は、国から
は密集密接密閉の空
間での会合はいけな
いということで、扉を
開けて密閉だけはな
らないようにしているが、なるべく短時間で終わるよう
にしたいと挨拶した。
　この後、金安議長と明石副議長が登壇し、石井・荻野
両副会長より、最近の政治課題及び次期都道府県評
議員数等について説明され、報告並びに議案説明に
入った。
　令和元年度会務並びに事業中間報告の件は石井副
会長から、第25回参議院議員通常選挙結果総括報告の
件、組織内統一候補者選考報告の件は岩本幹事長から、
令和2年度事業計画の件は石井副会長から、令和2年度
責任負担金賦課額に関する件、令和2年度責任負担金
単価に関する件、令和2年度収入支出予算の件、令和2
年度借入金最高限度額の件は荻野副会長から説明され
た。審議の結果、賛成多数により可決承認された。
　また、今期で役員及び監事の任期が満了となるため、
会長及び監事の選挙が行われた。その結果、会長には
山本信夫現会長（四期目）が挙手多数で信任され、続投
することとなった。監事には、高祖順一・大森章・村松章
伊候補者が挙手多数により就任することとなった。
　協議では、岩本幹事長から今後の活動について説明
がなされた後、次期組織内統一候補者として選任され
た神谷政幸（かみやまさゆき）氏より所信表明がなさ
れた。
　評議員会は、安東副会長が閉会の言葉を述べ散会と
なった。
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3
月
25
日（
水
）、
令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
に
て
、
神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏
が
組
織
内
統
一
候
補
者
に

選
任
さ
れ
た
。
同
日
、評
議
員
会
後
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
氏
は
、薬
剤
師
国
会
議
員
5
名（
松
本
純
衆
議
院

議
員
、藤
井
基
之
参
議
院
議
員
、と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
、逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
、本
田
顕
子

参
議
院
議
員
）に
挨
拶
ま
わ
り
を
し
た
。

　
ま
た
、
4
月
よ
り
神
谷
ま
さ
ゆ
き
中
央
後
援
会
が
設
立
さ
れ
、
室
内
ポ
ス
タ
ー
や
名
刺
型
資
料
な
ど

の
作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

緊
急
事
態
宣
言
か
ら
学
ぶ

　
紀
元
前
は「B

C

：Before C
hrist

」、
紀
元
後

は
「A

D

：anno D
om

ini

（
ラ
テ
ン
語
）」
と
略
号

で
示
さ
れ
る
が
、
将
来
新
し
い
時
代
区
分
が
出

来
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
、「B

C

：Before 
C

O
V

ID
-1

9

」と「A
C

：After C
O

V
ID

-1
9

」で

は
な
か
ろ
う
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
は
、
日
常
を
一

変
さ
せ
た
。
非
日
常
は
、
そ
の
根
本
に
あ
る
人
の

行
動
決
定
思
考
を
確
認
す
る
切
っ
掛
け
と
な
っ

た
。

　
人
が
何
か
し
よ
う
と
欲
し
た
と
き
、
何
を
根
本

に
捉
え
て
決
定
し
、行
動
す
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
禅
問
答
に
「
人
は
一
人
で
自
己
の
存
在
を
証

明
し
得
る
か
？
」
と
い
う
問
い
が
あ
る
。
人
は
一

人
称
だ
。
し
か
し
、
人
間
は
二
人
称
に
な
っ
て
い

る
。
仏
教
で
は
人
間
を
「
じ
ん
か
ん
」
と
読
む
。

人
の
間
に
人
が
存
在
す
る
事
を
言
わ
ん
と
し
た

読
み
方
だ
。
他
者
（
た
し
ゃ
）
が
い
な
け
れ
ば
自

己
の
証
明
は
出
来
な
い
。
そ
れ
故
、
他
者
の
存
在

が
必
要
だ
。
よ
っ
て
、
感
染
防
止
の
た
め
に
人
の

交
流
を
切
る
指
示
に
抵
抗
す
る
。
会
話
を
し
、
笑

い
、
集
う
こ
と
は
、
生
き
て
い
る
喜
び
を
与
え
る

と
共
に
自
己
の
存
在
を
証
明
す
る
。

　
こ
の
姿
は
も
う
一
つ
重
要
な
思
考
要
素
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
で
誰
が
一
番
大
切

な
の
か
と
い
う
答
え
だ
。「
君
が
好
き
だ
！
別
れ

る
な
ら
死
ぬ
」
な
ど
と
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
だ
。

自
分
が
死
ん
だ
ら
一
緒
に
な
れ
な
い
で
は
な
い

か
！
そ
こ
に
あ
る
の
は
欲
望
だ
け
。
つ
ま
る
と

こ
ろ
、
一
番
大
切
な
の
は
自
分
自
身
だ
と
言
う
こ

と
だ
。
自
分
以
外
の
人
々
は
ど
う
で
も
良
い
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
無
く
な
り
、
マ
ス
ク

は
買
い
占
め
ら
れ
て
何
処
に
も
無
い
。
身
勝
手

な
振
る
舞
い
と
言
い
つ
つ
、
自
分
は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
抱
え
て
い
る
。
人
の
業
は
深
く
、
煩

悩
は
む
き
出
し
に
な
る
。
こ
う
し
た
行
動
は
、
前

記
の
答
え
と
矛
盾
す
る
。
こ
の
状
況
を
一
括
り

に
す
る
答
え
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
人
は
、
自
我
の

都
合
に
よ
っ
て
思
考
し
行
動
す
る
。」
と
い
う
解

だ
。

　
私
ど
も
は
現
在
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
よ
る
噂
や

デ
マ
も
含
め
て
大
量
の
情
報
が
氾
濫
す
る
イ
ン

フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
を
現
在
経
験
し
て
い
る
。
コ
ビ
ッ

ト
19
を
乗
り
越
え
I
T
→
I
C
T
→
I
o
T
に

向
か
う「
A
C
」の
時
代
、
歴
史
を
踏
ま
え
医
療
人

と
し
て
、
こ
の
解（
自
我
の
都
合
）を
常
に
問
い
続

け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
Y
・
T
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　
安
東
　
哲
也
、石
井
　
甲
一

　
　
小
野
　
春
夫
、鳥
海
　
良
寛

　
　
大
澤
　
泰
輔
、大
原
　
　
整

　
　
近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

　令和2年5月4日、安倍総理は、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の期間
を5月31日まで延長することを決定しました。4月7日の緊急事態宣言以降の感
染拡大防止対策にもかかわらず、感染者の減少が十分といえないこと、医療体制の
ひっ迫の改善に1か月程度の期間が必要であること、新規感染者を1日当たり一
定のレベル以下に減らす必要があることなどを延長の主な理由として挙げていま
す。その上で、5月14日を目途に専門家が地域ごとに分析し、可能であれば緊急
事態を解除することにも言及されました。一刻も早い収束を願っています。
　一方、国会においては令和2年度補正予算案が上程され、4月30日の参議院本
会議で可決し、歳出総額約26兆円の追加予算が成立しました。医療提供体制の強
化の中に、治療薬・ワクチンの開発加速に必要な経費（約830億円）とともに、薬局
における薬剤交付事業費約4. 6億円も含まれています。また、サプライチェーン
改革として、生産拠点の国内回帰支援に必要な経費として約2,230億円が計上さ
れ、海外依存度が高い医薬品原料の国内製造拠点の整備を支援するために必要な
経費も盛り込まれています。
　さて、新型コロナウイルス感染症への対応としては、2月初旬以降の大型クルー
ズ船における感染者対策が注目されましたが、5月1日に厚生労働省のダイヤモ
ンド・プリンセス号現地対策本部が報告書をまとめて公表しています。（https://
www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627363.pdf）「医薬品ニーズ
への対応について」の項目では、薬剤師会、病院薬剤師会、薬局、卸売業連合会等多
くの方々の支援があったことが記載されています。ご協力いただいた関係者の皆
さんに改めて敬意を表したいと思います。

緊急事態宣言の期間延長

厚生労働委員会・議院運営委員会・ODA特別委員会 委員
自民党女性局次長・厚生関係団体委員会副委員長

参議院議員・薬剤師 本田顕子

オレンジ日記

　世界各地に拡大する新型コロナウイルス感染症、日本においては欧米のような爆発
的な感染拡大には至っていないものの、都市部を中心に感染者数は日々増加しています。
政府は感染の拡大を防止するため、4月7日に東京都等7都府県に緊急事態宣言を発令
し、16日には対象範囲を全国47都道府県に拡大しました。緊急事態宣言を受け、各自
治体では不要不急の外出自粛、学校の臨時休業や店舗の営業自粛等、それぞれの地域の
事情に応じた対策が講じられ、社会生活や経済活動が制限されるところとなっています。
　こうした状況を踏まえ、政府は「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」第3弾を
取りまとめ、その対策の早急な実施のため、令和2年度補正予算（案）を4月27日に国会
に提出しました。国会は29日の祝日も審議を行い、4月30日に補正予算が可決、成立
しました。
　今回の補正予算は、当初予定した収入減少世帯への30万円の給付に代えて、国民全
てに一律10万円を給付することとしたことから、約8.9兆円増えて総額約25.7兆円と
なっています。この予算には、入院医療費の公費負担やオンライン服薬指導時の薬剤
配送費等の感染症患者の支援費、治療薬・ワクチンの研究開発費等も盛り込まれてい
ます。
　緊急事態宣言は延長されることとなりますが、終息に向けて国民一体となった取組
が求められています。
　次期参議院議員選挙の組織内候補に神谷まさゆき氏が選任されました。2年後に向
けて全力で応援して参りたいと思います。

令和2年度補正予算

RReporteport
もとゆきもとゆき 藤井もとゆき国会レポート

薬剤師・薬学博士
自民党政務調査会 会長代理・参議院議員

藤井もとゆき

■
訂
正
に
つ
い
て

　

P
O
W
E
R
3
月
号
、
４
月
号
外
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。　

　
　
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
３
月
号
３
面　

Ｊ
Ｐ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
事

　
　

 　

 〔
誤
〕 

上
田
葉
子
氏　

↓　
〔
正
〕 

植
田
葉
子
氏

　
　
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
4
月
号
外
2
面　

神
谷
副
会
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　

  　
〔
誤
〕 

日
薬
企
画
実
行
委
員
会
委
員　

　
　
　
　

↓　
〔
正
〕 

日
薬
連
盟
企
画
実
行
委
員
会
委
員

　

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

神神か

み

か

み

谷谷やや

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

ま
さ
ゆ
き
副
会
長

活
動
報
告

活
動
報
告
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